
     

 

  2017年７月３日 

  インフォコム株式会社 

  代表取締役社長  竹原 教博 

   （東証 JASDAQ： 4348） 

「国際モダンホスピタルショウ2017」に出展します 

インフォコム株式会社(東京都渋谷区)は、2017年7月12日～14日に東京ビッグサイト（東京都江東区）

で「健康・医療・福祉の未来をひらく ～連携と地域包括ケアの充実を目指して～」をテーマに開催される

国内最大級の医療関係者向け展示会「国際モダンホスピタルショウ2017」に出展します。（展示ゾーン：

医療情報システムゾーン） 

当社は、中期経営計画（2017年４月から2020年3月）において、ヘルスケアを重点事業の一つと定め

「地域包括ケア・介護領域でのプレゼンス確立」、「AI／IoTを使った新規ヘルスケアサービス」、「病院・製

薬企業向けのラインナップ拡充」に取り組み、同事業の2019年度売上高140億円規模への成長を目指し

ています。医療と介護の質の向上に貢献するため、これまで培った技術やノウハウを活かすとともに関係先

と共創し、価値あるヘルスケアITサービスを提案していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な出展内容】 

１．地域包括ケア 

「介護丸ごとIT！」の取り組みである医療と介護の連携を見据えた介護情報のデータベース「ケアプラ 

ットフォーム」やIoTセンサーを用いた「介護施設向け業務効率化サービス」等を紹介します。 

２．放射線・医用画像 

当社のシステムは院内の運用に合わせた柔軟な構築が可能です。放射線技師の日常業務をサポートする 

「放射線情報システム(iRad-RS)」や「放射線レポーティングシステム(iRad-RW)」等を紹介します。 

３．診療情報管理 

より効果的で高度な院内診療録管理体制の確立を支援します。「診療情報統合ソリューション

(Medi-UNITE)」や「退院サマリ/診療情報管理システム(Medi-BANK)」 等を紹介します。 

４．薬剤情報管理 

投薬管理や服薬指導に効果的な「医薬品情報検索システム(DICS)」や「がん患者指導管理支援システム  

(OPMeister)」等を紹介します。 

５．手術部門 

手術スケジュールの管理や記録作成等の機能を備えた「手術部門システム(ORCHID)」や手術映像記録 

の管理・共有が可能な「医療映像マルチアーカイブシステム(V-Station)」等を紹介します。 

６．看護／就業管理 

看護部門の職員管理や勤務表作成等の業務を支援する「CWS看護部門管理システム」や医療機関特有の 

様々な勤務形態に対応した「CWS就業管理システム」等を紹介します。 

以上 

＜報道関係のお問合せ＞  広報・ＩＲ室 03-6866-3160 pr@infocom.co.jp 

＜事業関係のお問合せ＞  病院情報システム部 03-6866-3780  hip_sls@hc.in.infocom.co.jp 

※本資料に記載された会社名、サービス名及び製品名等は該当する各社の登録商標または出願中の商標です。 

 

出展ブースイメージ 

http://www.infocom.co.jp/
http://noma-hs.jp/hs/2017/
http://www.infocom.co.jp/ir/management/strategy/index.html

